
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年度 岡谷市民病院の体制 

平素より地域医療連携につきまして格別のご配慮を賜り、厚くお礼申し上げます。 

今年も医師の退任・着任により 4 月 1 日より新体制となりました。地域医療の中で、中核病院として

の当院の役割を果たしていく所存です。本年度もよろしくお願いします。 

 

病院事業管理者 天野 直二 

病院長 兼医療安全管理部長 兼整形外科部長 内山 茂晴 

副院長 兼研修センター長 兼消化器外科部長 三輪 史郎 

副院長 兼循環器内科部長 翠川 隆 

院長補佐 兼脳神経内科部長 兼副研修センター長 立花 直子 

院長補佐 兼リハビリテーション科部長(兼リハビリセンター長) 重松 理 

地域医療支援部長 兼総合診療科部長 百瀬 芳隆         健診センター長 梅垣 光代 

眼科部長 高橋 博       外科部長 飯沼 伸佳     産婦人科部長 白川 貴士 

総合診療科部長 大橋 慎一郎  小児科部長 南雲 治夫    消化器内科部長 永野 聡   

糖尿病・内分泌代謝内科部長 兼糖尿病センター長 佐藤 亜位   緩和ケア病棟部長 金子 和彦 

病理診断科 石井 恵子     診療技術部長 兼放射線科技師長 兼臨床工学科技師長 手島 章 

看護部長 飯田 寿恵      事務部長 名取 浩 

 

新年度のご挨拶 
地域医療支援部長 百瀬 芳隆 

日頃より医療連携につきまして格別なご配慮を賜り厚く御礼申し上げます。 

2024 年の診療報酬改定はトリプル改定です。４つの基本視点の一つに「ポスト 2025 を見据えた地

域ケアシステムの深化・推進や、医療 DX を含めた医療機能の分化・強化・連携の推進」とあり、地

域連携の役割がますます重要となる事を痛感いたします。 

今後も地域のみな様とのつながりを大事に、中核病院の役割を果たしてまいります。変わらぬご支援、

ご指導をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 
令和 6 年 

4 月 

春号 

岡谷市民病院 

地域医療 

連携だより   
岡谷市民病院は「思いやり」を基本理念とし、

心温まる患者サービスを提供し、地域の人々

に信頼され親しまれる病院をめざします。 

＊下線は新 

雲外蒼天 

 新たな仲間と共に 

   新たな出発 



 

４月より着任された医師を紹介します。 

岡谷市民病院 地域連携室だより  令和 6 年春号 
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総合診療科 医長 
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小児科 医長 

循環器内科 主任医 

信州大学医学部附属病院、 

県立こども病院を経て着任 

小児がん、緩和医療を専門としています。 

子供たちの健康維持に尽力し、小児がん

診療経験を活かし、成人の医療にも貢献し

たいと思っています 

上野
うえの

 晃
あき

弘
ひろ

 

脳神経内科 医長 

信州大学医学部付属病院・ 

伊那中央病院・諏訪赤十字病院・北信総合病院

を歴任しました。パーキンソン病診療を専門

としています。地域のみな様に安心・信頼して

いただけるよう努力いたします。 

信州大学医学部附属病院、 

長野市民病院を経て着任 

みな様のお役に立てるよう頑張ります！ 

至らぬ点も多いかと思いますが、ご指導ご鞭

撻のほどよろしくお願いいたします 

大日方
おおひかた

 柊
しゅう

介
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初期研修医 

岡谷で仕事をいただき、 

誠にありがとうございます。 

地域のみな様の健康を守れるよう、精一杯努

力してまいります。 

小林
こばやし

 拓
たく

 

初期研修医 

この度岡谷市民病院で 

初期研修医として入職しました 

小林 拓と申します。 

実りある研修となるように、日々努力していき

ます。宜しくお願いします。 

県立こども病院・信濃医療 

福祉センター・あおぞら診療所 

(高知県)を経て着任 

在宅医療、小児科を専門としています。 

患者様やご家族が地域でその人らしく生活で

きるように医療の面からお手伝いできたらと訪

問診療に取り組んでいきます。 

皆様から多くを教えて頂くことになると思い

ます。どうぞ宜しくお願いします。 

2 2 0 ４ 年 度 も よ ろ し く お 願 い 地 し ま す 岡 谷 域 市 民 連 携 


